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P − 280　　 妊婦にお ける静 脈血流 うっ 滞の 予防

法に関する研究
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【目的】妊婦 ス ポ ー
ツ の

一
つ と して 妊 婦水 泳が さ

か ん に行 わ れ る よ うに な っ て き て い る が 、 健常人

に お い て も水 泳中 に は 不整 脈 な ど 心電 図異常 が 出

現 しや す い 事が知 られ て い る。そ こ で 、水 泳中 の

不 整脈 と し て 最 も頻度 の 高 い 徐脈 性不 整 脈 の テ ス

トとして 有用 とされて い る Divi  Reflex試験に つ

い て 、初 回妊婦水泳時に施行 し た水中心電図 の 結

果 とあ わ せ て 検 討 した 。

【方法】妊 婦水 泳教 室受講者 315例 を対象 と し入

講 時 の メ デ ィ カ ル チ ェ ッ ク と し て 、4℃ の 冷水 に

息 こ らえ を して 30秒 まで の 顔 付 け をす る Diving

Reflex試験 を施行 した 。 実施中は 心電 図 を記録 し

心 拍 数 の 変 化 、不 整脈 な ど に つ い て 検討 、また 初

回水泳時 に は 水中心電 図を記録 し、特 に徐脈性不

整 脈 の 出現 しやす い
”

水 中座 禅
”

と の 比 較検討 を

行 っ た 。

【成 績】 （1）Divi  Reflex試験 に よ り母体心拍数

は 95．8 ± 13，1 か ら69．2 ± 12．9bpm へ と有意 に

減 少 し、315例 中 40例 （12，7％）に 心 電図異常 を認 め

た 。 そ の 内容 は心室性 期外収 縮 18例 、上室性 期外

収 縮 10例 、R−R間隔 延長 （2 秒以 上 ＞11例 、　 ST−T低 「

1例 で あ っ た 。（2） Diving　Reflex試験 で の 異常 出

現頻度や 実施前 ・後の 心拍数の 差 は、妊娠週数が

進 ん で も特 に 変化 は 認 め な か っ た 。 （3＞ Div三ng

Reflex 試験 で 異常 を 認 め た 40例 の 内 10例 （25％〉で 水

中座禅 で も異常 を認 め た が、Diving　Reflex試 験 で

異 常 を認 め なか っ た 275例 中 で は 2例 （0．7％）に しか

異常を認め なか っ た 。

【結論】Diving　Reflex試験は 、妊婦に お い て も水

11i で の 不 整 脈 の ス ク リ
ーニ ン グ テ ス ト と し て極め

て 有用 で あ り、妊 婦 水 泳施 行 前 に 行 うべ き メ デ ィ

カ ル チ ェ ッ ク の
一
つ で あ る こ とが 示され た。

【目的】妊娠 、 産褥 におけ る静脈血栓症は我が 国

に お い て も重 大な問題に な っ て きて い る が ，現 在

の と こ ろ有効な予防法が確立 されて い ない
。 静脈

面流 の うっ 滞は ，」〔ll液凝固能 の 亢進 ，
血管内皮細

胞の 障害と ともに
，

而栓症発牛 の 一
要 因 と され て

い る v 今回 ， 既 に 骨盤 内静 脈血流速度 の 測定 に 適

用 しう る と 報 告 した超 畠
：
波 パ ル ス ドッ ブ ラ

ー注 を

用 い ．体位変換．お よび F肢の 運動 に よ る静 脈血

流速度 の 変化に つ い て 検討 した。　【方法 】 1）3rd

trimester の 妊婦8例 に 対 し，仰臥位に て 外腸骨静

脈血 流速度 を測定 した後，左側 臥位 に体位変 換 し，

直後，お よ び 5分後に測定 した。さら に ．再度仰臥

位に して測定 した 。 2）3rd　 trimester の 妊婦 8例

に対 し，仰 臥 位 に て 下 肢の 屈伸運動 を6秒間に10回

の ペ ース で 40回繰 り返 し，そ の 施行前，直 後お よ

び 2分後での外腸骨静 脈血 流速度 を測定 した 。 測定

に はAloka　 SSD−680，3．5MRzを用 い た 。 すべ て の 測

定は
， 患者の 同意得た うえで施行 した 。 【成 績】

1）左 側臥位に 体位変換する こ とに よ り， 静脈血

流 速 度は 12 ．8 ± 2 ．8cm ／sec と，仰臥位 6．61 ±

1．6cm／sec に比べ 増加 し C［）＜0．001），増加率 は 平均

g6 ％で あ っ た。増 加 した王血流速度は 側 臥位の 問持続

し
， 再度仰臥位にする と6．7± 1，3cm／sec と速やか

に 低下 した （p く0．001）。 2 ） 下肢の 屈伸運動 に て
，

運 動 前5 ．6± 1．4cm ／sec か ら運動 直 後 12 ．3 ±

4．1cm／sec と増加 しfP〈0．01），増加率は平均 11　7％で

あ っ た
。 運動 中止 2分後に は6．4± 3．2cm／sec に低下

した （p＜0．05）。　 【結論】 1）側臥位へ の 体位変換

は
， 妊婦の うっ 滞し た 静脈【flL流 を持続的に解除 し

える 方法で ある と考えられ た。 2 ）下肢 の 運 動は，
・
時 的 で はあ るが 静脈血流 を増加 させ うる 方法で

あ る と考え られ た響
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